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別紙

委員長　　　　開会宣言、あいさつ

議長　　　　　あいさつ

町長　　　　　あいさつ

委員長　　　　これより議事にはいります。

　　　

議案第３２号

委員長　　　　まず、議案第３２号長久手町特別支援学校就学奨励金支給条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第３２号について、執行部の説明を求めます。

保険福祉部次長　議案第３２号について説明
委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第３２号に対する質疑等を行います。

　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

じんの委員　　愛知県心身障害者高校生奨学金制度が廃止されたためとあるが、この制度のもともとの目的はなにか。
なぜ、廃止となるのか。
支給に際しての所得制限はどのようか。
また、いつ廃止されたのか。
保険福祉次長　この制度は、昭和４０年に始まり、その目的は、障害者の高校進学や専修学校及び各種学校への修学の促進を図り、自立更生を高めることを目的として設立されています。
廃止の理由は、愛知県の特別支援学校への高校進学率が、平成２１年では、９７．５％、一般高校生の進学率は、９７．２％と、ほぼ同じあり、所期の目的である進学率に大差がなくなったことから、所期の目的が達成されたという理由です。

所得制限は扶養の数により変わるが、扶養者がない場合は１９２万円、扶養者が１人の場合では２３０万円です。
この制度は、平成２３年３月をもって廃止されました。
じんの委員　　今後の影響で、条例改正により、対象者が増加し、特別支援学校就学奨励金の支給額が年間３６万円増額することが見込まれるとあるが、　３６万円の増加は、何名分か。
また、小学部、中学部、高等部の内訳はどのようか。
町の奨学金となった場合、町だけの補助金事業なのか。
保険福祉次長　本町の条例では、１人、１か月５，０００円、１年６万円、最大で６人を見込んでいます。
小、中、高すべて町の制度ですが、高校については、愛知県下で、長久手町以外にはありません。町の単独事業ですので、国、県の補助金はありません。
じんの委員　　手続きについて、町になった場合、書類は学校からもらうのか。

保険福祉次長　愛知県の対象者は、町の対象者になっていません。所得の多い方で県の対象外の方は、町に直接、申請を頂いていました。今回、県から頂いていた方が、県の制度から外れるということで、すべての方が、町からとなります。手続きは、町の福祉課へ来て申請していただきます。
伊藤委員　　　この条例は、交付の日から施行することとなっています。経費は３６万円ということですが、予算的な措置はどのようにするのか。
保険福祉次長　３６万円なので、今の予算内で流用対応とします。
委員長　　　　対象者６人ということになるが、人数の推移はどう把握しているか。

保険福祉次長　これまでも、小学校、中学校には払っています。中学校３年生が、高校生になり、高校３年生の方が卒業されるので、だいたいの推移を見ています。転入転出で若干の増減があります。年度により、ばらつきがありますが、長久手町全体の数を見ると、１学年、多い学年で、３人から４人ですので、１２学年　全体で、最大で４０人くらい。今回は、小、中学校は変わっていませんので、高校の今まで県の対象だった人ということで、最大６人までと考えています。
委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第３２号長久手町特別支援学校就学奨励金支給条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　挙手全員であります。よって議案第３２号は原案のとおり可決することに決しました。

　　　　　　　　
　

陳情
委員長　　　　平成２３年５月２６日付で、瀬戸市東横山町62－５エムズシティ新瀬戸609、六鹿久三子氏から「教育基本法」・「学校教育法」の改正、「学習指導要領」の全面改定に基づいた教科書採択がされるよう長久手町教育委員会へ求める陳情書が提出されましたので、文教福祉委員会としての取り扱いを検討したい。
じんの委員　　陳情の内容を見ると、議会でどのようにしてほしいかは分かりにくいです。内容は、教育委員会にかなり関することです。中学校の新学習指導要領については、小学校は今年から始まりましたが、来年からです。例えば、体育の授業で武道を取り入れ、剣道、柔道、相撲から選択するなどがあり、東郷は剣道をするそうです。そのようなことを決定することもあるそうなので、本町の当該関係機関（教育委員会）に、議会に対して陳情があった旨を伝える対応でいかがでしょうか。
委員長　　　　教育委員会にも、すでに同様の陳情が提出されていますが、議会にも提出されたことを報告することとします。
　　　　　　（出席者全員合意する。）
　
　　　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りいたします。
　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思いますが、ご異議ありませんか。
　　　　　　（異議なしの声あり）
　　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。

なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。
（異議なしの声あり）
ご異議が無いようですのでそのように取り計らいさせていただきます。以上で文教福祉委員会を閉会します。
午前１０時１７分閉会　　　
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。
平成２３年　６月２１日
文教福祉委員会委員長　佐野　尚人
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